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SDV時代に求められる、クルマとユーザーの
コミュニケーションのあり方とは
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主な著書



「日経クロステック」「日経ビジネス電子版」 
にコラムを連載中



自動車業界の現状認識



自動車業界は「100年に一度の変革期」
「自動車業界は100年に一度の大変
革の時代に入った。次の100年も自
動車メーカーがモビリティ社会の主
役を張れる保証はどこにもない。
『勝つか負けるか』ではなく、まさ
に『生きるか死ぬか』という瀬戸際

の戦いが始まっている」 
（トヨタ自動車 豊田章男前社長）

写真：トヨタ自動車



「CASE」とは？

Connected 
Autonomous 
Share＆Service 
Electric

写真：Daimler



「CASE」はこれまでのクルマの価値の 

全否定
Connected　→　「独立空間」としてのクルマの否定 
Autonomous　→　「運転する楽しさ」の否定 
Share＆Service　→　「所有する喜び」の否定 
Electric　→　「クルマの象徴としてのエンジン」の否定



EV化は変化の序章に過ぎない 
→真の競争軸は 

DV（デジタルビークル）
※自動車業界では最近、SDV（ソフトウエア定義型車両）という
言葉が使われ始めているが、人により定義が異なるほか、一般の
人には分かりにくいため、ここではDVと呼ぶことにする



クルマの競争軸がEVからDVへ

写真：ホンダ

DV（デジタルビ
ークル）とは、
デジタル技術を
駆使した次世代
のクルマ



DV化を主導するのは中国メーカー

写真：タイ国際モーターショーで筆者撮影

中国の最新EVは、グリルのない洗練されたデザイン
と、ほとんどスイッチのないシンプルな内装で、日
米欧のクルマを古臭く感じさせていた



2024年の北京モーターショーの主役は 
シャオミとファーウェイ

写真：シャオミの動画より 
キャプチャー、ファーウェイ



スマートフォンメーカーの参入は 
クルマの価値創造の変化を象徴

写真：シャオミ、ファーウェイ

●クルマの価値
創造も、スマー
トフォンのよう
になる



アップル マイクロ 
ソフト グーグル アマゾン

EC ◯ ✕ △ ◎

ネット広告 ✕ ✕ ◎ ✕

ネットワーク ✕ ✕ ✕ ✕

アプリ ◯ ◎ ◎ ◯

サーバ ◯ ◎ ◎ ◎

OS ◎ ◎ ◎ ✕

ハード ◎ ◯ ◯ ◯

資料：筆者作成

DVの意味：クルマも複層的な価値形成へ
●従来のクルマは「クルマ」
というハードウエアだけで価
値をつくっていた。 
●米国のテック企業は複数の
レイヤーを組み合わせた「複
層的な価値形成」をしている 
→クルマもそうなるのが必然 
→ただしクルマの「ハード」
の価値は不変。それを際立た
せるために他のレイヤーを生
かすという発想が必要 
→アップルに近いビジネスモ
デル



DVの価値とは？
●自動運転機能の充実→レベル2＋、レベル3 
●スマートフォンとの連携・スマホ機能の拡大 

→大画面の映像・音声など 
→音声認識・音声操作など 

●ハイパーカスタマイゼーション 
→それだけか？



スマホが最も生活を変えたのは？



「コミュニケーション」が 
DVのキラーアプリになる



（1）人と人とのコミュニケーション



日産は新たなコミュニケーションを模索

写真：日産自動車

日産は2019年にNTTドコ
モと共同で、車内にいる人
と車外にいる人のアバター
がコミュニケーションでき
る技術「Invisible-to-

Visible」の実証実験を実施



（2）人とクルマのコミュニケーション



クルマがAIで「相棒」になる

写真：Xpeng、NIO



まとめ

・DV（デジタルビークル）とは、デジタル技術を駆使した次世代自動車 
・デジタルビークルと従来のクルマの違いは「複層的な価値形成」 
・DVのキラーアプリは現在のところ「自動運転」「UI」「カスタマイゼー
ション」 
・しかし将来的には「新たなコミュニケーションの創造」がDVのキラー
アプリになる



ご清聴ありがとうございました


